
エシカルなアクションが日常となる社会を目指して

エイトでは定期的なビーチクリーン活動をはじめ、企業や団体向けのCSR支援、イベントや環境教育に関する
講演や授業を通して「わかりやすくとりいれやすい」エシカルアクションを一人でも多くの方に知って頂くた

めの活動を行っています。

2025年度は、「新潟海さくら」および「株式会社エイト」として、環境保全活動・地域連携・環境教育に力を
注いだ一年となりました。

特に、武蔵野大学サステナビリティ学科の学生の皆さまとの協働では、若い世代ならではの視点や発想を取り

入れながら、地域課題や環境問題について共に考え、学び合う機会を創出することができました。

また、柳都中学校の生徒の皆さまとの取り組みでは、地域発展と環境保全をテーマにした環境教育支援を行

い、未来を担う世代へ「自分たちの地域を自分たちで守り育てる意識」を伝える活動を継続してまいりまし

た。

加えて、新潟海さくらとして実施している海岸清掃活動では、多くの市民・企業・学生の皆さまと連携し、

地域コミュニティを巻き込みながら継続的な環境美化活動を推進いたしました。

さらに、新潟県内に留まらず、茅ヶ崎市での環境教育活動への参加や、鎌倉ライオンズクラブのチャリティ活

動への協力など、地域や分野を越えた社会貢献活動にも積極的に取り組みました。

2025年は、活動主要拠点を関東へ移すという大きな転機の年でもありました。
新たな地域でさらなる挑戦と成長を目指しながらも、これまで育んできた新潟とのつながりを大切にし、

人と地域、そして未来をつなぐ活動を通じて、持続可能な社会の実現に貢献することを目標に

今後も継続して新潟での環境保全・地域貢献活動に尽力してまいります。

01
ACTIV ITACTIV ITY  REPORTY 

株式会社エイト　

2025年度活動報告



4/12 ビーチクリーン＠日和山浜 
5/10 ビーチクリーン＠日和山浜
武蔵野大学サステナビリティ学科と協働プロジェクト「海マルシェ」開催(新潟市補助対象事業）

6/14 ビーチクリーン＠日和山浜
武蔵野大学サステナビリティ学科と協働プロジェクト「海マルシェ」開催(新潟市補助金対象事業)

7/3 柳都中学校　総合学習講師
7/12 ビーチクリーン＠日和山浜
7/21 武蔵野大学サステナビリティプロジェクト成果発表会
10/18 ビーチクリーン＠日和山浜
　　   山市ドキドキフェスタ　環境問題を学ぶワークショップ
11/18 ビーチクリーン＠日和山浜
11/10 TOKYOエシカル パートナー企業認定
1/14 WORLD CLEAN UP DAY地域パートナー認定（新潟全域）

 2025年度 環境保全活動実施記録 02

▲詳細はこちらに公開してあります

ACTIV ITACTIV ITY  REPORTY 

▲柳都中学校総合学習
◀︎しもマルシェの様子

◀︎３ケ月に亘って新潟日報様から
活動を取材して頂きました

▲参加者220名！

▲武蔵野大学サステナビリティ学科
成果発表会



参加者数は毎月平均110人！
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(令和７年度)



ビーチクリーン　新潟 で検索するとトップに表示されます！

新潟県、新潟市と中央区の公式サイト内でもご紹介頂いています新潟県、新潟市と中央区の公式サイト内でもご紹介頂いています新潟県、新潟市と中央区の公式サイト内でもご紹介頂いています新潟県、新潟市と中央区の公式サイト内でもご紹介頂いています
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ACTIV ITACTIV ITY  REPORTY 

 2025年度 環境教育事業 05
一般社団法人エシカル協会が推進するESD（持続可能な開発のための教育）プロ

グラムに参画し、神奈川県茅ヶ崎市教育委員会と湘南ベルマーレの協働事業にお

いて環境保全や地域課題の解決に関する実践的な学びの場づくりに協力しまし

た。市内の公立小学校にて多様な世代との交流や体験を通じて、持続可能な社会

づくりに向けた意識向上と人材育成に取り組みました。



ACTIV ITACTIV ITY  REPORTY 

 2025年度 エシカルジュエリー事業 06

ECサイトの他、

東京都内にもショールームがあります

エイトではラボグロウンダイヤモンドを取り扱っています。

ラボグロウンダイヤモンドは、天然ダイヤモンドと同じ組成・輝きを持ちなが

ら、従来の採掘型ダイヤモンドと比較してCO₂排出量、水資源消費、土地破壊等の
環境負荷や児童労働といった社会問題を大幅に削減できる特性を有しています。

 近年では再生可能エネルギーを活用した生産体制も進み

脱炭素社会の実現に寄与する持続可能な素材として世界的に注目されています。



ACTIV ITACTIV ITY  REPORTY 

 2025年度 チャリティ活動
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1年で１番参加者の多い６月開催のタイミングに

24時間テレビのチャリティ募金も実施しました。

生憎のお天気でしたが

多くの方からご協力を頂きました。

10月、鎌倉ライオンズクラブの皆様と

週末で賑わう鎌倉駅前にて盲導犬のチャリティ募金活動を行いました。

国内外の方から足をとめて頂き、関心の高さを実感しました。



エシカルアクションを多くの方に知ってもらい

日常に取り入れて頂きたい。

一人ひとりが細やかでも行動を起こすことで、

世界は必ず良くなっていく。

エシカルが特別な言葉ではなく、

<普通の日常のコト>として浸透していくことが私達の⽬標です。
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株式会社エイト/エシカライズ(新潟海さくら）
〒107-0062
東京都港区南青山3丁⽬10番41号ジュエル⻘山ビル202号

https://e-ight.jp
https://blueshipjapan.com/crew/niigata-umisakura/
インスタグラム@_eight_inc_
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